
し
、
シ
ー
ト
で
෴
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
೤
఻
ୡ
率
を
௿
ݮ

で
き
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
な
お
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ൺ
೤
、
೤
఻
ୡ
率
は
、「
二
〇
一
七
೥
੍
定
コ
ン
ク

リ
ー
ト
標
準
ࣔ
方
ॻ
（
設
計
ฤ
）」（
土
໦
ֶ
ձ
）
に
よ
る

も
の
と
し
た
。 

ま
た
、
各
試
験
体
の
計
測
఺
に
お
け
る

試
験
値
と
ղ
ੳ
値
は
、
΄
΅
一
க
し
て
お
り
、
設
定
値
の

੔
合
性
が
࢕
え
た
。

3 

ݱ
৔
ద
༻
ࣄ
ྫ

　

߯
製
型
࿮
で
の
適
用
事
例
と
し
て
は
、
ڮ
 ٭

（
ࣸ
ਅ

3
）、Ϙ
ッ
ク
ス
カ
ル
ό
ー
ト （
ࣸ
ਅ
4
）、ケ
ー
ι
ン （
ࣸ

ਅ
�
）、
෴
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト 

（
ࣸ
ਅ
�
）
が
あ
り
、
໦

製
型
࿮
で
も
水
処
理
施
設
଱
਒
補
強
部 

（
ࣸ
ਅ
�
）、 

導

水
࿏
ௐ
圧
施
設 

（
ࣸ
ਅ
�
）
等
が
ڍ
͛
ら
れ
る
。
ࣸ
ਅ
3

に
ࣔ
す
事
例
で
は
、
ڮ
٭
の
ୈ
一
、
ୈ
二
リ
フ
ト
の
פ
中

養
生
対
ࡦ
の
一
環
と
し
て
サ
ー
Ϟ
フ
ィ
ッ
タ
ー
を
࢖
用
し

た
。
ڮ
٭
の
ੇ
法
は
、
厚
さ
四
・
五
N
×
෯
۝
・
二
N
×
高

さ
一
五
・
三
N
の
ڮ
٭
で
、
྆
୺
部
が
3
二
・
二
五
N
の
খ

൑
形
の
அ
面
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
設
置
が
ࠔ
೉

と
ࢥ
わ
れ
た
が
、
΄
と
ん
ど
外
れ
る
こ
と
な
く
施
工
で
き

た
。
サ
ー
Ϟ
フ
ィ
ッ
タ
ー
設
置
ݸ
数
は
、
四
、〇
八
〇
ݸ

で
あ
っ
た
が
、
設
置
ظ
間
が
三
日
、
取
外
し
ظ
間
が
一
日

と
容
易
に
୹
ظ
間
で
施
工
で
き
た
。 

4 

お
わ
り
に

　

今
回
の
試
験
で
は
、
以
下
の
結
果
が
൑
໌
し
た
。 

ᶃ 

サ
ー
Ϟ
フ
ィ
ッ
タ
ー
は
、
設
置
す
る
こ
と
で
、
೤
఻
ୡ

率
を
໦
製
型
࿮
で
三
八
ˋ
、
߯
製
型
࿮
で
四
七
ˋ
に
௿

ݮ
し
、
シ
ー
ト
で
෴
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
೤
఻
ୡ
率
を

௿
ݮ
で
き
る
อ
Թ
効
果
を
有
す
る
。

ᶄ 

サ
ー
Ϟ
フ
ィ
ッ
タ
ー
は
、
加
工
が
容
易
で
、
ۂ
ઢ
部
へ

の
対
応
も
可
能
で
あ
る
。

　

本
技
術
は
、
実
験
結
果
か
ら
も
、
פ
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
マ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
の
಺
部
߆
ଋ
に
よ
る
Թ
度
ͻ
び

割
れ
対
ࡦ
に
も
有
用
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
Ҿ
き
続

き
デ
ー
タ
を
採
取
し
、
今
後
も
本
工
法
の
ߋ
な
る
改
良
を

続
け
な
が
ら
、
実
工
事
へ
の
ੵ
ۃ
的
な
活
用
を
ਐ
め
て
い

く
༧
定
で
あ
る
。

図 値とݧମの計ଌ点における実ݧࢼ֤　6
　　解ੳ値の関係（鋼製型࿮）

図 値とݧମの計ଌ点における実ݧࢼ֤　5
　　解ੳ値の関係（໦製型࿮）

ࣸਅ 5　αーϞフΟッター設置ঢ়گ ࣸਅ 6　αーϞフΟッター設置ঢ়گ

ࣸਅ 3　αーϞフΟッター設置ঢ়گ

ࣸਅ 8　αーϞフΟッター設置ঢ়گ

ࣸਅ þ　αーϞフΟッター設置ঢ়گ

ࣸਅ 4　αーϞフΟッター設置ঢ়گ
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ⴺ 

͸
͡
Ί
に

　
フ
ィ
ル
ダ
ム
、
堤
防
等
盛
ཱ
の
土
質
材
料
と
し
て
、
適

当
な
性
能
を
持
っ
た
材
料
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
、
ブ
レ

ン
ド
材
に
ؔ
す
る
設
計
・
施
工
・
管
理
が
重
要
で
す
。
求

め
た
い
性
ঢ়
に
土
を
ௐ
੔
す
る
性
能
改
良
技
術
で
あ
る

混
合
技
術
（
ブ
レ
ン
ド
）
か
ら
ग़
発
し
て
、
മ
ؾ
乾
燥
、

᎟
ཚ
混
合
ௐ
੔
な
ど
が
基
本
手
法
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施

方
法
等
に
༷
々
な
工
෉
が
ڽ
ら
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
本

ใ
จ
で
は
、
当
社
が
、
浜
松
市
で
施
工
中
の
C
S
G
防
潮

堤
建
設
事
業
で
࢖
用
し
て
い
る
連
続
混
合
設
備
「
M
-Y

ミ
キ
サ
」
の
۩
体
的
な
事
例
と
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
঺

հ
し
ま
す
。

ⴼ 

ࣄ
ۀ
֓
ཁ

　
現
ࡏ
、
浜
松
市
Ԋ
岸
Ҭ
で
は
ೆ
海
ト
ラ
フ
ڊ
大
地
਒
で

想
定
さ
れ
る
௡
波
ඃ
֐
の
ܰ
ݮ
を
目
的
に
防
潮
堤
の
੔

備
が
ਐ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
防
潮
堤
の
ಛ
௃
は
ᶃ
地
元
ಞ
ࢤ
Ո
お
よ
び
浜
松
঎

工
ձ
ٞ
ॴ
等
か
ら
の
د
෇
ۚ
を
活
用
し
た
事
業
で
あ
る

こ
と
ᶄ
浜
松
市
Ԋ
岸
Ҭ
を
໢
ཏ
す
る
た
め
に
Ԇ
௕
が

一
七
・
五
㎞
と
ඇ
ৗ
に
௕
い
こ
と
ᶅ
「
Φ
ー
ル
浜
松
」
を

理
೦
と
し
て
地
元
全
体
で
事
業
を
ਐ
め
て
い
る
こ
と
な

ど
が
あ
͛
ら
れ
ま
す
。

　
当
社
は
本
事
業
に
お
い
て
、
防
潮
堤
材
料
で
あ
る

C
S
G
の
製
造
と
技
術
面
で
の
ό
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
೚
さ

れ
て
お
り
、
発
஫
ऀ
で
あ
る
੩
Ԭ
ݝ
や
浜
松
市
、
地
元
建

設
ձ
社
に
よ
る
ڞ
ಉ
企
業
体
な
ど
と
連
܎
し
て
事
業
の

完
成
を
目
ࢦ
し
て
い
ま
す
。

　
防
潮
堤
の
੔
備
事
業
は
天
竜
઒
Տ
ޱ
か
ら
浜
໊
ބ
ま
で

の
一
七
・
五
㎞
の
区
間
を
対
৅
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
の

当
ॳ
は
レ
ベ
ル
�
௡
波
高
を
上
回
る
防
潮
堤
天
୺
高
と

し
てT

�P�

一
三
・
〇
ｍ
で
施
工
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

༷
々
な
コ
ス
ト
縮
ݮ
ࡦ
を
ߨ
͡
て
現
ࡏ
は
レ
ベ
ル
2
૬

当
௡
波
高
の
防
潮
堤
天
୺
高
と
し
て
部
分
的
にT

�P
�

一
五
・
〇
ｍ
ま
で
変
ߋ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
防
潮
堤
の
基
本
構
造
は
中
৺
部
に
C
S
G（CFN

FOtFE 

SBOE BOE GSBWFM

）
を
用
い
、
そ
の
प
ล
を
盛
土
す
る

前田建設工業株式会社
浜松防潮堤CSG製造作業所 所長 ໺ɹਖ਼೥ߴ

独自に開発した連続混合設備
「M-Yミキサ」

ᴷڥ؀ʹ΍͍͞͠඿দ4$ࢢ(๷ைఅݐઃۀࣄᴷ

図 1　๷ைఅ標४断໘
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5 

画
像
処
理
技
術
に
よ
る
品
質
管
理

　
C
S
G
の
品
質
管
理
は
製
造
さ
れ
て
い
る
C
S
G
の
品

質
を
連
続
的
に
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
C
S
G
品
質
管
理
は
粒
度
試
験
（
水
洗
い

法
）
や
含
水
量
試
験
（
電
子
レ
ン
ジ
法
）
を
一
時
間
に
一

回
の
頻
度
で
実
施
し
、
こ
れ
ら
の
試
験
結
果
を
逐
次
、

C
S
G
製
造
に
反
映
す
る
こ
と
で
均
質
で
安
定
し
た

C
S
G
の
製
造
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
種
類
の
供
試
体
（
大
型
供
試
体
と
そ
れ
を
補

完
す
る
標
準
供
試
体
）
を
作
成
し
て
、
圧
縮
強
度
試
験
を

実
施
（
図
4
）
す
る
こ
と
で
圧
縮
強
度
の
変
動
傾
向
を
監

視
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
浜
松
防
潮
堤
工
事
で
は
こ
れ
ら
の
品
質
管
理
試

験
を
よ
り
合
理
的
に
、
連
続
的
に
行
う
た
め
に
、
画
像
処

理
技
術
に
よ
る
粒
度
分
布
測
定
や
、
マ
イ
ク
ロ
波
水
分
計

に
よ
る
表
面
水
量
の
把
握
手
法
の
導
入
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

6 

お
わ
り
に

　
浜
松
防
潮
堤
で
は
、
M
-Y
ミ
キ
サ
に
よ
る
C
S
G
製

造
に
加
え
、
I
C
T
技
術
を
活
用
し
、
品
質
管
理
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、
画
像
処
理
技
術
に
よ
る
粒
度
分
布
測
定
や
マ

イ
ク
ロ
波
水
分
計
に
よ
る
表
面
水
量
把
握
も
導
入
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ダ
ン
プ
の
運
行
時
の
運
行
管
理
と
し
て

I
C
タ
グ
に
よ
る
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
防
潮
堤
本
体
の
施
工
工
区
も
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
測
量
や
、
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
活
用
し
た
基
礎
掘

削
、
G
P
S
を
用
い
た
転
圧
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
I
C
T
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
連
続
混
合
設
備
「
M
-Y
ミ
キ
サ
」
は
、

よ
り
高
い
品
質
と
合
理
的
な
生
産
性
の
向
上
が
実
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
当
社
の
本
設
備
に
よ
る
土
地
改
良
施
設

で
の
適
用
事
例
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
現
場
で
適
当

な
性
能
を
持
っ
た
材
料
が
得
ら
れ
な
い
場
合
の
混
合
技
術

と
し
て
、
堤
体
、
堤
防
等
の
ブ
レ
ン
ド
材
に
よ
る
盛
土
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ྉ᎟፩ࡐ

図 4　�CS(品質管理（ѹॖڧ度ݧࢼ）

供ࢼମ

図 6　๷ைఅ完成箇所 図 5　CS(製造ϓラント（෣ࡕ工区）

こ
と
に
よ
り
想
定
す
る
外
力
に
対
し
安
定
で
、
か
つ
環
境

面
や
景
観
面
に
配
慮
し
た
海
岸
防
災
林
の
再
生
も
可
能
な

構
造
と
し
て
い
ま
す
。
C
S
G
と
は
、
近
傍
で
容
易
に
入

手
で
き
る
砂
礫
等
に
セ
メ
ン
ト
、
水
を
添
加
し
混
合
す
る

こ
と
に
よ
り
製
造
さ
れ
る
材
料
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
土
質

材
料
の
中
間
の
性
質
を
持
つ
材
料
で
す
。
C
S
G
工
法
は

製
造
し
た
C
S
G
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
敷
均
し
振
動
ロ
ー
ラ

で
転
圧
す
る
一
連
の
工
法
の
呼
称
で
あ
り
、
材
料
の
合
理

化
を
主
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
た
新
ダ
ム
形
式
の
台
形

C
S
G
ダ
ム
の
建
設
に
用
い
ら
れ
る
技
術
で
す
。

　
浜
松
防
潮
堤
で
は
大
型
の
重
機
で
な
く
汎
用
性
の
高
い

重
機
で
施
工
す
る
こ
と
で
、
地
元
建
設
企
業
体
が
防
潮
堤

本
体
施
工
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

3 

C
S
G
防
潮
堤
の
施
工

　
C
S
G
を
製
造
す
る
た
め
の
材
料
（
母
材
）
は
海
岸
か

ら
約
二
五
㎞
北
に
あ
る
浜
松
市
天
竜
区
の
阿
蔵
山
か
ら
採

取
さ
れ
る
。
採
掘
し
た
母
材
を
現
地
で
最
大
粒
径
八
〇
㎜

以
下
に
破
砕
し
た
C
S
G
材
が
C
S
G
製
造
プ
ラ
ン
ト
に

運
ば
れ
る
。
運
ば
れ
た
C
S
G
材
は
粒
度
試
験
・
表
面
水

量
試
験
な
ど
の
品
質
管
理
試
験
に
よ
り
確
認
し
た
後
に

C
S
G
が
製
造
さ
れ
ま
す
。

　
基
礎
掘
削
は
設
計
で
必
要
支
持
力
と
さ
れ
て
い
る
N
値

一
五
を
有
す
る
基
礎
標
高
ま
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
試
験
（
二
五
ｍ
間
隔
）
で
確
認
し
な
が
ら
掘
削

し
ま
す
。
支
持
力
が
不
足
す
る
場
合
は
置
換
工
法
や
浅
層

混
合
工
法
等
の
地
盤
改
良
を
行
い
ま
す
。

　
C
S
G
の
施
工
は
一
リ
フ
ト
の
厚
さ
が
三
〇
㎝
と
な
る

よ
う
に
一
六
t
級
も
し
く
は
七
t
級
湿
地
式
ブ
ル
ド
ー
ザ

で
一
六
㎝
×
二
層
に
敷
均
し
た
後
、
四
t
級
振
動
ロ
ー
ラ

で
締
固
め
る
。
施
工
時
は
C
S
G
の
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
噴

霧
散
水
を
行
い
、
転
圧
後
は
シ
ー
ト
養
生
を
行
う
。
後
日

上
部
に
C
S
G
を
施
工
す
る
際
に
は
打
継
ぎ
面
を
清
掃
し

た
後
、
セ
メ
ン
ト
ペ
ー
ス
ト
を
敷
設
す
る
。
膨
張
、
収
縮

に
対
す
る
横
目
地
は
四
〇
ｍ
ご
と
に
設
置
し
ま
す
。

4 

M
-Y
ミ
キ
サ
に
よ
る
C
S
G
の
製
造

　
C
S
G
の
製
造
を
施
工
工
区
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
行
う
こ

と
は
繁
雑
か
つ
不
経
済
で
あ
る
た
め
、
全
体
の
合
理
性
と

品
質
管
理
上
か
ら
一
括
製
造
し
て
各
施
工
工
区
に
供
給
す

る
中
央
プ
ラ
ン
ト
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
C
S
G
の
製
造
に
用
い
る
混
合
設
備
は
、
簡
易
な
構
造

で
連
続
、
大
量
の
混
合
性
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
ま
す
。
浜
松
防
潮
堤
で
稼
働
す
る
プ
ラ
ン
ト
は
、
阿

蔵
山
材
や
現
場
発
生
砂
、
セ
メ
ン
ト
の
投
入
・
供
給
装
置

と
計
量
・
運
搬
す
る
フ
ィ
ー
ダ
お
よ
び
ベ
ル
ト
ス
ケ
ー
ル
、

当
社
で
開
発
し
た
連
続
混
合
設
備
「
M
-Y
ミ
キ
サ
」（
図

2
）
を
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
繋
ぐ
形
で
構
成
さ
れ
て
、
阿

蔵
山
材
と
現
場
発
生
砂
、
セ
メ
ン
ト
、
水
が
均
質
に
混
合

さ
れ
ま
す
。

　「
M
-Y
ミ
キ
サ
」
は
、
種
々
の
材
料
を
上
か
ら
下
に
落

と
す
だ
け
で
、
動
力
を
必
要
と
し
な
い
環
境
へ
の
優
し
さ

を
備
え
、
異
な
る
材
料
が
各
ユ
ニ
ッ
ト
を
連
続
的
に
通
過

す
る
ご
と
に
「
分
割
」
と
「
重
ね
」
の
二
つ
の
作
用
に
よ

り
均
質
に
混
合
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。（
図
3
）

　
こ
の
C
S
G
製
造
プ
ラ
ン
ト
は
一
基
当
た
り
一
二
〇
〜

二
〇
〇
㎥
／
hr
の
製
造
能
力
の
設
備
を
四
基
（
二
基
ず
つ

二
プ
ラ
ン
ト
）
設
置
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
供
給
す
る
施
工
工
区
が
複
数
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
配
合
の
C
S
G
を
供
給
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
C
S
G
の
製
造
に
際
し
て
は
連
続
製
造
で
あ
る

こ
と
を
最
大
限
活
か
す
た
め
に
、
最
適
な
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
台
数
を
各
本
体
施
工
工
区
に
助
言
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
運
行
を
効
率
よ
く
行
う
た
め

に
、
I
C
カ
ー
ド
を
用
い
た
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
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5 

画
像
処
理
技
術
に
よ
る
品
質
管
理

　
C
S
G
の
品
質
管
理
は
製
造
さ
れ
て
い
る
C
S
G
の
品

質
を
連
続
的
に
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
C
S
G
品
質
管
理
は
粒
度
試
験
（
水
洗
い

法
）
や
含
水
量
試
験
（
電
子
レ
ン
ジ
法
）
を
一
時
間
に
一

回
の
頻
度
で
実
施
し
、
こ
れ
ら
の
試
験
結
果
を
逐
次
、

C
S
G
製
造
に
反
映
す
る
こ
と
で
均
質
で
安
定
し
た

C
S
G
の
製
造
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
種
類
の
供
試
体
（
大
型
供
試
体
と
そ
れ
を
補

完
す
る
標
準
供
試
体
）
を
作
成
し
て
、
圧
縮
強
度
試
験
を

実
施
（
図
4
）
す
る
こ
と
で
圧
縮
強
度
の
変
動
傾
向
を
監

視
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
浜
松
防
潮
堤
工
事
で
は
こ
れ
ら
の
品
質
管
理
試

験
を
よ
り
合
理
的
に
、
連
続
的
に
行
う
た
め
に
、
画
像
処

理
技
術
に
よ
る
粒
度
分
布
測
定
や
、
マ
イ
ク
ロ
波
水
分
計

に
よ
る
表
面
水
量
の
把
握
手
法
の
導
入
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

6 

お
わ
り
に

　
浜
松
防
潮
堤
で
は
、
M
-Y
ミ
キ
サ
に
よ
る
C
S
G
製

造
に
加
え
、
I
C
T
技
術
を
活
用
し
、
品
質
管
理
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、
画
像
処
理
技
術
に
よ
る
粒
度
分
布
測
定
や
マ

イ
ク
ロ
波
水
分
計
に
よ
る
表
面
水
量
把
握
も
導
入
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ダ
ン
プ
の
運
行
時
の
運
行
管
理
と
し
て

I
C
タ
グ
に
よ
る
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
防
潮
堤
本
体
の
施
工
工
区
も
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
測
量
や
、
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
活
用
し
た
基
礎
掘

削
、
G
P
S
を
用
い
た
転
圧
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
I
C
T
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
連
続
混
合
設
備
「
M
-Y
ミ
キ
サ
」
は
、

よ
り
高
い
品
質
と
合
理
的
な
生
産
性
の
向
上
が
実
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
当
社
の
本
設
備
に
よ
る
土
地
改
良
施
設

で
の
適
用
事
例
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
現
場
で
適
当

な
性
能
を
持
っ
た
材
料
が
得
ら
れ
な
い
場
合
の
混
合
技
術

と
し
て
、
堤
体
、
堤
防
等
の
ブ
レ
ン
ド
材
に
よ
る
盛
土
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ྉ᎟፩ࡐ
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こ
と
に
よ
り
想
定
す
る
外
力
に
対
し
安
定
で
、
か
つ
環
境

面
や
景
観
面
に
配
慮
し
た
海
岸
防
災
林
の
再
生
も
可
能
な

構
造
と
し
て
い
ま
す
。
C
S
G
と
は
、
近
傍
で
容
易
に
入

手
で
き
る
砂
礫
等
に
セ
メ
ン
ト
、
水
を
添
加
し
混
合
す
る

こ
と
に
よ
り
製
造
さ
れ
る
材
料
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
土
質

材
料
の
中
間
の
性
質
を
持
つ
材
料
で
す
。
C
S
G
工
法
は

製
造
し
た
C
S
G
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
敷
均
し
振
動
ロ
ー
ラ

で
転
圧
す
る
一
連
の
工
法
の
呼
称
で
あ
り
、
材
料
の
合
理

化
を
主
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
た
新
ダ
ム
形
式
の
台
形

C
S
G
ダ
ム
の
建
設
に
用
い
ら
れ
る
技
術
で
す
。

　
浜
松
防
潮
堤
で
は
大
型
の
重
機
で
な
く
汎
用
性
の
高
い

重
機
で
施
工
す
る
こ
と
で
、
地
元
建
設
企
業
体
が
防
潮
堤

本
体
施
工
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

3 

C
S
G
防
潮
堤
の
施
工

　
C
S
G
を
製
造
す
る
た
め
の
材
料
（
母
材
）
は
海
岸
か

ら
約
二
五
㎞
北
に
あ
る
浜
松
市
天
竜
区
の
阿
蔵
山
か
ら
採

取
さ
れ
る
。
採
掘
し
た
母
材
を
現
地
で
最
大
粒
径
八
〇
㎜

以
下
に
破
砕
し
た
C
S
G
材
が
C
S
G
製
造
プ
ラ
ン
ト
に

運
ば
れ
る
。
運
ば
れ
た
C
S
G
材
は
粒
度
試
験
・
表
面
水

量
試
験
な
ど
の
品
質
管
理
試
験
に
よ
り
確
認
し
た
後
に

C
S
G
が
製
造
さ
れ
ま
す
。

　
基
礎
掘
削
は
設
計
で
必
要
支
持
力
と
さ
れ
て
い
る
N
値

一
五
を
有
す
る
基
礎
標
高
ま
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
試
験
（
二
五
ｍ
間
隔
）
で
確
認
し
な
が
ら
掘
削

し
ま
す
。
支
持
力
が
不
足
す
る
場
合
は
置
換
工
法
や
浅
層

混
合
工
法
等
の
地
盤
改
良
を
行
い
ま
す
。

　
C
S
G
の
施
工
は
一
リ
フ
ト
の
厚
さ
が
三
〇
㎝
と
な
る

よ
う
に
一
六
t
級
も
し
く
は
七
t
級
湿
地
式
ブ
ル
ド
ー
ザ

で
一
六
㎝
×
二
層
に
敷
均
し
た
後
、
四
t
級
振
動
ロ
ー
ラ

で
締
固
め
る
。
施
工
時
は
C
S
G
の
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
噴

霧
散
水
を
行
い
、
転
圧
後
は
シ
ー
ト
養
生
を
行
う
。
後
日

上
部
に
C
S
G
を
施
工
す
る
際
に
は
打
継
ぎ
面
を
清
掃
し

た
後
、
セ
メ
ン
ト
ペ
ー
ス
ト
を
敷
設
す
る
。
膨
張
、
収
縮

に
対
す
る
横
目
地
は
四
〇
ｍ
ご
と
に
設
置
し
ま
す
。

4 

M
-Y
ミ
キ
サ
に
よ
る
C
S
G
の
製
造

　
C
S
G
の
製
造
を
施
工
工
区
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
行
う
こ

と
は
繁
雑
か
つ
不
経
済
で
あ
る
た
め
、
全
体
の
合
理
性
と

品
質
管
理
上
か
ら
一
括
製
造
し
て
各
施
工
工
区
に
供
給
す

る
中
央
プ
ラ
ン
ト
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
C
S
G
の
製
造
に
用
い
る
混
合
設
備
は
、
簡
易
な
構
造

で
連
続
、
大
量
の
混
合
性
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
ま
す
。
浜
松
防
潮
堤
で
稼
働
す
る
プ
ラ
ン
ト
は
、
阿

蔵
山
材
や
現
場
発
生
砂
、
セ
メ
ン
ト
の
投
入
・
供
給
装
置

と
計
量
・
運
搬
す
る
フ
ィ
ー
ダ
お
よ
び
ベ
ル
ト
ス
ケ
ー
ル
、

当
社
で
開
発
し
た
連
続
混
合
設
備
「
M
-Y
ミ
キ
サ
」（
図

2
）
を
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
繋
ぐ
形
で
構
成
さ
れ
て
、
阿

蔵
山
材
と
現
場
発
生
砂
、
セ
メ
ン
ト
、
水
が
均
質
に
混
合

さ
れ
ま
す
。

　「
M
-Y
ミ
キ
サ
」
は
、
種
々
の
材
料
を
上
か
ら
下
に
落

と
す
だ
け
で
、
動
力
を
必
要
と
し
な
い
環
境
へ
の
優
し
さ

を
備
え
、
異
な
る
材
料
が
各
ユ
ニ
ッ
ト
を
連
続
的
に
通
過

す
る
ご
と
に
「
分
割
」
と
「
重
ね
」
の
二
つ
の
作
用
に
よ

り
均
質
に
混
合
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。（
図
3
）

　
こ
の
C
S
G
製
造
プ
ラ
ン
ト
は
一
基
当
た
り
一
二
〇
〜

二
〇
〇
㎥
／
hr
の
製
造
能
力
の
設
備
を
四
基
（
二
基
ず
つ

二
プ
ラ
ン
ト
）
設
置
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
供
給
す
る
施
工
工
区
が
複
数
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
配
合
の
C
S
G
を
供
給
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
C
S
G
の
製
造
に
際
し
て
は
連
続
製
造
で
あ
る

こ
と
を
最
大
限
活
か
す
た
め
に
、
最
適
な
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
台
数
を
各
本
体
施
工
工
区
に
助
言
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
運
行
を
効
率
よ
く
行
う
た
め

に
、
I
C
カ
ー
ド
を
用
い
た
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
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画
像
処
理
技
術
に
よ
る
品
質
管
理

　
C
S
G
の
品
質
管
理
は
製
造
さ
れ
て
い
る
C
S
G
の
品

質
を
連
続
的
に
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
C
S
G
品
質
管
理
は
粒
度
試
験
（
水
洗
い

法
）
や
含
水
量
試
験
（
電
子
レ
ン
ジ
法
）
を
一
時
間
に
一

回
の
頻
度
で
実
施
し
、
こ
れ
ら
の
試
験
結
果
を
逐
次
、

C
S
G
製
造
に
反
映
す
る
こ
と
で
均
質
で
安
定
し
た

C
S
G
の
製
造
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
種
類
の
供
試
体
（
大
型
供
試
体
と
そ
れ
を
補

完
す
る
標
準
供
試
体
）
を
作
成
し
て
、
圧
縮
強
度
試
験
を

実
施
（
図
4
）
す
る
こ
と
で
圧
縮
強
度
の
変
動
傾
向
を
監

視
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
浜
松
防
潮
堤
工
事
で
は
こ
れ
ら
の
品
質
管
理
試

験
を
よ
り
合
理
的
に
、
連
続
的
に
行
う
た
め
に
、
画
像
処

理
技
術
に
よ
る
粒
度
分
布
測
定
や
、
マ
イ
ク
ロ
波
水
分
計

に
よ
る
表
面
水
量
の
把
握
手
法
の
導
入
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

6 

お
わ
り
に

　
浜
松
防
潮
堤
で
は
、
M
-Y
ミ
キ
サ
に
よ
る
C
S
G
製

造
に
加
え
、
I
C
T
技
術
を
活
用
し
、
品
質
管
理
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、
画
像
処
理
技
術
に
よ
る
粒
度
分
布
測
定
や
マ

イ
ク
ロ
波
水
分
計
に
よ
る
表
面
水
量
把
握
も
導
入
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ダ
ン
プ
の
運
行
時
の
運
行
管
理
と
し
て

I
C
タ
グ
に
よ
る
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
防
潮
堤
本
体
の
施
工
工
区
も
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
測
量
や
、
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
活
用
し
た
基
礎
掘

削
、
G
P
S
を
用
い
た
転
圧
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
I
C
T
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
連
続
混
合
設
備
「
M
-Y
ミ
キ
サ
」
は
、

よ
り
高
い
品
質
と
合
理
的
な
生
産
性
の
向
上
が
実
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
当
社
の
本
設
備
に
よ
る
土
地
改
良
施
設

で
の
適
用
事
例
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
現
場
で
適
当

な
性
能
を
持
っ
た
材
料
が
得
ら
れ
な
い
場
合
の
混
合
技
術

と
し
て
、
堤
体
、
堤
防
等
の
ブ
レ
ン
ド
材
に
よ
る
盛
土
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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供ࢼମ
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こ
と
に
よ
り
想
定
す
る
外
力
に
対
し
安
定
で
、
か
つ
環
境

面
や
景
観
面
に
配
慮
し
た
海
岸
防
災
林
の
再
生
も
可
能
な

構
造
と
し
て
い
ま
す
。
C
S
G
と
は
、
近
傍
で
容
易
に
入

手
で
き
る
砂
礫
等
に
セ
メ
ン
ト
、
水
を
添
加
し
混
合
す
る

こ
と
に
よ
り
製
造
さ
れ
る
材
料
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
土
質

材
料
の
中
間
の
性
質
を
持
つ
材
料
で
す
。
C
S
G
工
法
は

製
造
し
た
C
S
G
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
敷
均
し
振
動
ロ
ー
ラ

で
転
圧
す
る
一
連
の
工
法
の
呼
称
で
あ
り
、
材
料
の
合
理

化
を
主
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
た
新
ダ
ム
形
式
の
台
形

C
S
G
ダ
ム
の
建
設
に
用
い
ら
れ
る
技
術
で
す
。

　
浜
松
防
潮
堤
で
は
大
型
の
重
機
で
な
く
汎
用
性
の
高
い

重
機
で
施
工
す
る
こ
と
で
、
地
元
建
設
企
業
体
が
防
潮
堤

本
体
施
工
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

3 

C
S
G
防
潮
堤
の
施
工

　
C
S
G
を
製
造
す
る
た
め
の
材
料
（
母
材
）
は
海
岸
か

ら
約
二
五
㎞
北
に
あ
る
浜
松
市
天
竜
区
の
阿
蔵
山
か
ら
採

取
さ
れ
る
。
採
掘
し
た
母
材
を
現
地
で
最
大
粒
径
八
〇
㎜

以
下
に
破
砕
し
た
C
S
G
材
が
C
S
G
製
造
プ
ラ
ン
ト
に

運
ば
れ
る
。
運
ば
れ
た
C
S
G
材
は
粒
度
試
験
・
表
面
水

量
試
験
な
ど
の
品
質
管
理
試
験
に
よ
り
確
認
し
た
後
に

C
S
G
が
製
造
さ
れ
ま
す
。

　
基
礎
掘
削
は
設
計
で
必
要
支
持
力
と
さ
れ
て
い
る
N
値

一
五
を
有
す
る
基
礎
標
高
ま
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
試
験
（
二
五
ｍ
間
隔
）
で
確
認
し
な
が
ら
掘
削

し
ま
す
。
支
持
力
が
不
足
す
る
場
合
は
置
換
工
法
や
浅
層

混
合
工
法
等
の
地
盤
改
良
を
行
い
ま
す
。

　
C
S
G
の
施
工
は
一
リ
フ
ト
の
厚
さ
が
三
〇
㎝
と
な
る

よ
う
に
一
六
t
級
も
し
く
は
七
t
級
湿
地
式
ブ
ル
ド
ー
ザ

で
一
六
㎝
×
二
層
に
敷
均
し
た
後
、
四
t
級
振
動
ロ
ー
ラ

で
締
固
め
る
。
施
工
時
は
C
S
G
の
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
噴

霧
散
水
を
行
い
、
転
圧
後
は
シ
ー
ト
養
生
を
行
う
。
後
日

上
部
に
C
S
G
を
施
工
す
る
際
に
は
打
継
ぎ
面
を
清
掃
し

た
後
、
セ
メ
ン
ト
ペ
ー
ス
ト
を
敷
設
す
る
。
膨
張
、
収
縮

に
対
す
る
横
目
地
は
四
〇
ｍ
ご
と
に
設
置
し
ま
す
。

4 

M
-Y
ミ
キ
サ
に
よ
る
C
S
G
の
製
造

　
C
S
G
の
製
造
を
施
工
工
区
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
行
う
こ

と
は
繁
雑
か
つ
不
経
済
で
あ
る
た
め
、
全
体
の
合
理
性
と

品
質
管
理
上
か
ら
一
括
製
造
し
て
各
施
工
工
区
に
供
給
す

る
中
央
プ
ラ
ン
ト
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
C
S
G
の
製
造
に
用
い
る
混
合
設
備
は
、
簡
易
な
構
造

で
連
続
、
大
量
の
混
合
性
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
ま
す
。
浜
松
防
潮
堤
で
稼
働
す
る
プ
ラ
ン
ト
は
、
阿

蔵
山
材
や
現
場
発
生
砂
、
セ
メ
ン
ト
の
投
入
・
供
給
装
置

と
計
量
・
運
搬
す
る
フ
ィ
ー
ダ
お
よ
び
ベ
ル
ト
ス
ケ
ー
ル
、

当
社
で
開
発
し
た
連
続
混
合
設
備
「
M
-Y
ミ
キ
サ
」（
図

2
）
を
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
繋
ぐ
形
で
構
成
さ
れ
て
、
阿

蔵
山
材
と
現
場
発
生
砂
、
セ
メ
ン
ト
、
水
が
均
質
に
混
合

さ
れ
ま
す
。

　「
M
-Y
ミ
キ
サ
」
は
、
種
々
の
材
料
を
上
か
ら
下
に
落

と
す
だ
け
で
、
動
力
を
必
要
と
し
な
い
環
境
へ
の
優
し
さ

を
備
え
、
異
な
る
材
料
が
各
ユ
ニ
ッ
ト
を
連
続
的
に
通
過

す
る
ご
と
に
「
分
割
」
と
「
重
ね
」
の
二
つ
の
作
用
に
よ

り
均
質
に
混
合
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。（
図
3
）

　
こ
の
C
S
G
製
造
プ
ラ
ン
ト
は
一
基
当
た
り
一
二
〇
〜

二
〇
〇
㎥
／
hr
の
製
造
能
力
の
設
備
を
四
基
（
二
基
ず
つ

二
プ
ラ
ン
ト
）
設
置
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
供
給
す
る
施
工
工
区
が
複
数
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
配
合
の
C
S
G
を
供
給
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
C
S
G
の
製
造
に
際
し
て
は
連
続
製
造
で
あ
る

こ
と
を
最
大
限
活
か
す
た
め
に
、
最
適
な
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
台
数
を
各
本
体
施
工
工
区
に
助
言
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
運
行
を
効
率
よ
く
行
う
た
め

に
、
I
C
カ
ー
ド
を
用
い
た
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
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画
像
処
理
技
術
に
よ
る
品
質
管
理

　
C
S
G
の
品
質
管
理
は
製
造
さ
れ
て
い
る
C
S
G
の
品

質
を
連
続
的
に
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
C
S
G
品
質
管
理
は
粒
度
試
験
（
水
洗
い

法
）
や
含
水
量
試
験
（
電
子
レ
ン
ジ
法
）
を
一
時
間
に
一

回
の
頻
度
で
実
施
し
、
こ
れ
ら
の
試
験
結
果
を
逐
次
、

C
S
G
製
造
に
反
映
す
る
こ
と
で
均
質
で
安
定
し
た

C
S
G
の
製
造
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
種
類
の
供
試
体
（
大
型
供
試
体
と
そ
れ
を
補

完
す
る
標
準
供
試
体
）
を
作
成
し
て
、
圧
縮
強
度
試
験
を

実
施
（
図
4
）
す
る
こ
と
で
圧
縮
強
度
の
変
動
傾
向
を
監

視
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
浜
松
防
潮
堤
工
事
で
は
こ
れ
ら
の
品
質
管
理
試

験
を
よ
り
合
理
的
に
、
連
続
的
に
行
う
た
め
に
、
画
像
処

理
技
術
に
よ
る
粒
度
分
布
測
定
や
、
マ
イ
ク
ロ
波
水
分
計

に
よ
る
表
面
水
量
の
把
握
手
法
の
導
入
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

6 

お
わ
り
に

　
浜
松
防
潮
堤
で
は
、
M
-Y
ミ
キ
サ
に
よ
る
C
S
G
製

造
に
加
え
、
I
C
T
技
術
を
活
用
し
、
品
質
管
理
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、
画
像
処
理
技
術
に
よ
る
粒
度
分
布
測
定
や
マ

イ
ク
ロ
波
水
分
計
に
よ
る
表
面
水
量
把
握
も
導
入
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ダ
ン
プ
の
運
行
時
の
運
行
管
理
と
し
て

I
C
タ
グ
に
よ
る
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
防
潮
堤
本
体
の
施
工
工
区
も
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
測
量
や
、
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
活
用
し
た
基
礎
掘

削
、
G
P
S
を
用
い
た
転
圧
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
I
C
T
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
連
続
混
合
設
備
「
M
-Y
ミ
キ
サ
」
は
、

よ
り
高
い
品
質
と
合
理
的
な
生
産
性
の
向
上
が
実
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
当
社
の
本
設
備
に
よ
る
土
地
改
良
施
設

で
の
適
用
事
例
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
現
場
で
適
当

な
性
能
を
持
っ
た
材
料
が
得
ら
れ
な
い
場
合
の
混
合
技
術

と
し
て
、
堤
体
、
堤
防
等
の
ブ
レ
ン
ド
材
に
よ
る
盛
土
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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こ
と
に
よ
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外
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で
、
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環
境
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配
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海
岸
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性
質
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持
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材
料
で
す
。
C
S
G
工
法
は

製
造
し
た
C
S
G
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
敷
均
し
振
動
ロ
ー
ラ

で
転
圧
す
る
一
連
の
工
法
の
呼
称
で
あ
り
、
材
料
の
合
理

化
を
主
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
た
新
ダ
ム
形
式
の
台
形

C
S
G
ダ
ム
の
建
設
に
用
い
ら
れ
る
技
術
で
す
。

　
浜
松
防
潮
堤
で
は
大
型
の
重
機
で
な
く
汎
用
性
の
高
い

重
機
で
施
工
す
る
こ
と
で
、
地
元
建
設
企
業
体
が
防
潮
堤

本
体
施
工
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
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易
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造

で
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続
、
大
量
の
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が
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求
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れ
ま
す
。
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松
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堤
で
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す
る
プ
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は
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や
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発
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、
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と
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量
・
運
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す
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お
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び
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ル
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、

当
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開
発
し
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続
混
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設
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繋
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、
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の
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に
落

と
す
だ
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で
、
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を
必
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と
し
な
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の
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を
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、
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る
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が
各
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に
通
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ご
と
に
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割
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の
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つ
の
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用
に
よ

り
均
質
に
混
合
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。（
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こ
の
C
S
G
製
造
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二
〇
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／
hr
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の
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す
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